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研究成果の概要：頸椎損傷などの重度障害者用のために舌運動によって操作する，マウスピー

ス型の操作装置を開発した．従来，口腔内に操作装置を持ち込むことは電源確保の問題から困

難とされていたが，本研究では受動型 IC タグ（RFID）を利用することによりこの問題を解決し

た． 

当該口腔内コントローラーは利用者の口腔内に設置し，舌により操作する．また，発信され

た操作信号は頬脇に設置したアンテナで受信し，小型 PC を用い電動車椅子を制御している．本

研究では試作機を製作し，性能を評価したところ，十分な特性・操作性が得られ，本システム

の実利用の可能性が示唆された． 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,200,000 0 1,200,000 

２００７年度 1,100,000 0 1,100,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

  年度  

総 計 2,800,000 150,000 2,950,000 

 

 

研究分野：医療・福祉工学 
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１．研究開始当初の背景 
 交通事故などによる頸椎損傷，または筋ジ
ストロフィーなどの神経性疾患に起因して
上肢の自由も利かない方々にとっては，屋内
外の移動だけではなく室内照明の ON-OFF や
テレビのリモコン操作まで日常の全ての動
作に困難が伴う． 
 この様な障害者は日常の移動機器として
電動車椅子を利用しているが，上肢にも不自
由を伴うために，一般のジョイスティックに

よって電動車椅子を運転操作することは不
可能である．近年は，重度障害者のために，
頭部や顎の動き，または音声を利用した操作
装置が開発されているが，それぞれ一長一短
があり，新たな操作装置の開発も望まれてい
る． 
 そこで，我々は重度障害者においても最後
まで温存され易い随意機能の１つである舌
の動作に着目して新たな操作装置の開発を
目指した．  
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２．研究の目的 
 上記の様に，頸椎損傷や筋ジストロフィー
などの上肢も自由に動かすことができない
重度障害者の操作装置として，新たな操作装
置の開発を行うことを目的としている． 
 具体的には，重度障害者においても温存さ
れ易い随意機能である舌の動作に着目して，
舌で操作を行うマウスピース型の操作装置
の開発を行う． 
 ここで，リモートコントローラーは無線通
信を行うため，リモートコントローラーの内
部にバッテリーなどの電源を確保する必要
がある．しかし，１次／２次に拘わらずバッ
テリーや電池には毒性が強い物質を使用す
るケースが多く，液漏れや誤飲時などの危険
性から口腔内にバッテリーを持ち込むこと
は敬遠されてきた． 

この様に，従来，口腔内に操作装置を持ち
込むことは電源確保の問題から困難とされ
ていたが，本開発研究では Suica などに用い
られている受動型 RF タグ（RFID）の技術を
利用することによりこの問題を解決し，新た
な操作装置の開発を目指した．  
 
３．研究の方法 
 受動型 RF タグを利用することにより電源
確保の問題を解決し，舌で操作を行う口腔内
リモートコントローラーの開発を行った．具
体的な本システムの構造は下記の通りであ
る． 

本研究で開発した口腔内リモートコント
ローラーは，入れ歯安定剤などを用いて利用
者の口腔内の上顎部に設置し，舌により操作
する仕様となっている．また，リモートコン
トローラーから発信された操作信号の電波
は，利用者の頬の横，口腔の正面もしくは顎
の下に設置したリードアンテナによって受
信され，専用のコントローラーで制御される
構成となっている．この構成概略図を Fig.1
に示す．また，口腔内リモートコントローラ
ーの構造としては Fig.2 に示すように，市販
の RFID タグの IC部とアンテナ部の間にスイ
ッチを設け，それぞれのスイッチを ON-OFF
させることにより電動車椅子の操作指令を
発信させる仕組みとした． 
 上記の操作システムの開発に際し，下記の
事項を検討し開発仕様の決定を行うと共に，
試作したシステムの有効性の評価を行った． 
 
(1) 操作信号の周波数帯域の決定 

RFID はその特性上，周波数の大小により通
信距離が変わる他，水分や人体などの皮膚や
筋肉・脂肪などによりその通信特性が大きく
劣化する問題を有する．そこで，当該口腔内
コントローラーに用いる RF タグの周波数帯
域を決定するために，様々な環境下における
通信特性について実験的検討を行った． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 口腔内コントローラーの製作 
（試作１号機） 
上記の結果を基に，口腔内コントローラー

（試作１号機）の製作を行った．また，この
試作機の通信特性や操作性について実験的
検討を行い，有効性の評価を行った． 
 
(3) 口腔内コントローラーの改良 
（試作２号機の製作） 
試作１号機の評価を受けて，口腔内コント

ローラー上のスイッチの配置，スイッチ形状，
アンテナの配置などについて改良を行い，試
作２号機の製作を行った．また，この試作２
号機においても通信特性や操作性について
実験的に評価を行った． 
 
(4) 模型車・電動車椅子の制御装置の開発 
本研究で開発している口腔内コントロー

ラーからの操作信号を用いて，電動車椅子を
運転・操作するための制御装置の設計・製作
を行った．なお，この制御装置の設計・製作
にあたり，安全性を考慮して初回の操作対象
は模型車として製作した． 
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Fig. 1 : Schematic diagram for model car 

control system using mouthpiece remote 

controller. 
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(5) 本システムを用いた電動車椅子の試運
転 

本研究で開発したシステムの実利用の可
能性について検討するために，市販の電動車
椅子に上記システムを付設し，当該口腔内コ
ントローラーを用いた電動車椅子の試運転
を行った． 
 
４．研究成果 
 上記の手順に基づいて研究を行い，下記の
結果を得た． 
(1) 操作信号の周波数帯域 
 大気中，水中，肉塊中などにおける安定的
な通信距離の測定を行った結果，134.2kHz お
よび 13.56MHz タイプ共に本研究開発に求め
ている通信距離は確保できていた．ここで，
汎用性の観点から，本研究で目指すリモート
コントローラーの開発には 13.56MHz タイプ
を選定した． 
 
(2) 試作１号機，２号機の通信特性と操作性
の評価 
 試作１号機においても，本研究開発に求め
ている通信特性は概ね確保できていた．しか
し，口腔内コントローラー上のスイッチの配
置や形状に問題があり，改良のため２号機の
製作を行った． 
 試作２号機については，通信特性および操
作性共に良好な結果を示し，本研究で開発し
た口腔内リモートコントローラーの有効性
が認められた． 
 
(3) 模型車・電動車椅子の制御装置の開発 

本研究で開発している口腔内コントロー
ラーからの操作信号を用いて，電動車椅子を
運転・操作するための制御装置の設計・製作
を行った．具体的な構成概略図は Fig.1 の通
りであり，口腔内リモートコントローラーか
ら発信された操作信号は RFID 用のリードア
ンテナで受信される．受信された操作信号は
専用のコントローラーで処理され，送信され
た ID 情報に基づいて前／後進，右／左折な
どの電圧信号を出力する構成となっている． 
 ここで，この制御装置の製作にあたり，安
全性を考慮して初回の操作対象は模型車と
し，本システムの安全性について検討を行っ
た．その後，本システムの実利用の可能性に
ついて検討するために，市販の電動車椅子に
上記システムを付設し試運転を行ったとこ
ろ，当該口腔内コントローラーを舌で操作す
ることにより電動車椅子の運転・操作に成功
した．実演のために，口腔内リモートコント
ローラーは手で把持して操作しているが，実
利用環境を模した試運転走行の様子を Fig.3
に示す． 
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